














抑圧されている感情を解放する

やってみたいけれど、社会のルールや理性、マナーなどから考えると、実際に行

動に移すことは憚られる行為があります。例えば、物をメチャクチャに壊すとか、

街を歩いていて気に入ったものを勝手に持って帰ってしまうとか、深夜の住宅街

で大声で歌いながら歩くとか。

やってみたいけれども、本当にやってしまう訳にはいかない…。そんな、社会の

ルールやマナーに反することを、 「あえて可能にする」という発想をすることで、新

しいアイデアを考えることができる場合があります。

「この部屋にあるものは、すべてメチャクチャに壊して良い。」ストレス発散には

最高に効きそうなでも、相当にイカレたコンセプトの「リー ストルー ム」という

サー ビスがあります。アメリカをはじめ、カナダ、オ ーストラリア、シンガポールな

ど世界各国で展開されており、日本でも、2019年からサー ビスが開始されていま

す。（参考：REESTROOM池袋店I https:/ /reeastroom.com/) 

ここでは、物を壊したり、自由にどこでも絵が描けたり、斧を投げたり…と、非日

常的な経験を、人に迷惑をかけずに行うことができます。壊したモノは、分別して

リサイクルしやすくなるというおまけが付いていて、ただ単に壊しているだけで

はなかったりします。

このように、人の抑圧された感情を解放させることは、「やってみたいっ！」と強

烈に思わせる力があります。

そこで、どうすれば他人に迷惑をかけずに抑圧された感情を解放する経験が

できるか、人が強い解放感を感じるシチュエ ーションにはどんなものがあるのか

考えてみてはいかがでしょうか。それを実現するためのプロダクトやサー ビスは、

これまでになかった新しいものになる可能性を秘めているかもしれません。

※このカー ドは、新製品や新企画の着想を得ることを支援する目的で作成・配布しているものです
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DESIGN YAMANASHI 「ジャンプ率」

対比で強調
　「ジャンプ率」とは、主にグラフィックデザインの分野で用いられる用
語で、文字や画像のサイズの比率のことを指し、比率が大きいモノを「ジャ
ンプ率が高い」、比率が小さいモノを「ジャンプ率が低い」といった使わ
れ方をします。ジャンプ率は情報の伝え方やデザインの印象が変わる大
事な要素となっています。

　上記の例は、文字の比率の違いによるものですが、色の強弱や画像の
サイズ、密度など、様々な要素でジャンプ率を適応することができ、ジャ
ンプ率を高くすることで、情報の「どこを伝えたいのか」という優先順
位を明確にして表現することができます。プロダクトでも、よく使用す
るボタンは大きかったり、間違えて押しては危険なボタンは配色が変更
されていたり、形状・質感が他のボタンと異なっていたりと、ジャンプ
率が存在しているともいえます。
　逆に、ジャンプ率が低いことで生まれる効果としては、整った落ち着
いた印象をあたえることができるため、高級感や静かな表現をしたい時
に向いています。高級店や高級車の車内などのアイテムをジャンプ率に
注目して観察すると、その効果が見えてくるかと思います。
　何か新しいアイデアを考える際には「ジャンプ率」を考えながらデザ
インしてみてはいかがでしょうか？優先順位を明確にして表現すること
で、自身が何をユーザーに伝えたいのか整理することにもなるとともに、
ユーザー側もストレスなく情報を受け取れるため、より良い商品体験を
提供できるかもしれません。

ジャンプ率が
「低い」例

ジャンプ率が
「高い」例

新 年 初 売 り

50％割引セール

新年初売り
50％割引セール



SF思考
【Science Fiction Thinking】
未来を想像し、そこから問題を提起する思考法 vol.55



発行日：2023 年 3月　編集・発行 : 山梨県産業技術センター　甲府市大津町 2094

※このカードは、新製品や新企画の着想を得ることを支援するものです。

DESIGN YAMANASHI 「SF 思考」

未来社会を思い描く発想
SF思考とは想像を膨らませ考えた未来社会から問題を提起し、逆算し
てイノベーションの種を見つけようという思考法です。SF といえば小説
や映画などで描かれる科学技術をベースにしたフィクション（空想）です。
しかし過去の SF 作品の中には現在の状況を予測したものもあります。例
えば、現在私たちはリモートワークが普及した社会にいますが、50 年程
昔から見れば居る場所を選ばず画面越しに顔を合わせて会議をするとい
うことは SF の産物でした。もし 50 年前にそうした世界を空想に終わら
せず、ビジネス的に捉えていたら、先んじてリモート社会に適応した商
品やサービスを考えつくことができたかもしれません。よく構成された
SF 作品は絵空事でなく、一つの仮想技術に基づいた未来社会シミュレー
ションストーリーとも言えます。現在の世界のトップ経営者の中にはそ
うした SF 作品に影響を受けた人もいると言われます。
SF 思考が注目されるのは、現在の変化が激しく先行きの見えにくい社
会状況が背景にあります。未来を考えようとするとき、論理的に実現す
る確率が高いであろう事象から未来を考える方法では、予測も似通うこ
とになり、大きな変化が生まれにくくなります。これに対して非連続的
な未来を意志を持って想像し、その社会や人の状況から課題を考えるこ
とで独自の方向性や価値観を生み出す SF 思考は、変化の大きい社会状況
で有効な未来考察手法の一つと考えられてきています。
　「もし空飛ぶ車が実用化されたら」「もし人が 100 歳まで元気に生きる
ようになったら」世の中はどのようになっていて、そこで自分たちはど
んなことをしたいと思うようになるか、どんな困りごとが生まれるか…
などと想像すると、ひょっとしたら将来のビジネスの種が見つかるかも
しれません。



ロジカルシンキング
【Logical Thinking】

論理的思考法。情報を整理し、因果関係を見つけ、合理的な結論を導き出すための思考方法。



発行日：2023 年 6月　編集・発行 : 山梨県産業技術センター　甲府市大津町 2094
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DESIGN YAMANASHI 「ロジカルシンキング」

論理的に考えよう
ロジカルシンキングとは、情報を整理し、筋道たてて矛盾なく考
える思考法のことです。皆様も業務内だけでなく、私生活において
も無意識にロジカル（論理的）に考え、行動しているかと思います。
ここで代表的な「空・雲・雨」について紹介します。【空をみたら曇っ
ている（事実）→雨が降りそう（解釈）→傘を持っていこう（結論）】
非常に単純ですが、ブロックやパズルを組み上げるように、情報を
集めて整理し、それを論理的な手順に従って組み合わせて回答を出
していきます。この例では「傘を持っていく」という、非常に単純
なものになりますが、その答えに至るまでには論理的な根拠や経験
からの推測があり、複数の解決策の中から最適な回答を選ぶという
行為が行われています。
業務によっては社会情勢や政治、会社の方針、コストなど様々な
情報が絡み合い、何が最適な解決方法かわからないといった事にな
りがちです。そんなときに情報を整理し、ロジカルに考えることで
解決につながるアイデアに気づけることがあります。
ロジカルシンキングを進めるには「フレームワーク」と呼ばれる
考えを手助けしてくれる枠組みがいくつも用意されています。目的
に合わせてそれらの「フレームワーク」を使用すると情報の整理が
迷いなくできると思います。
新しいアイデアを考える際、まずはフレームワークを使いロジカ
ルに考えてみてはいかがでしょうか？アイデアは「思いつき」とも
称されるように直感的に浮かんでくるものと考えられがちですが、
その裏でたくさんの情報の裏付けが存在しています。情報社会の現
代にあって、数ある情報を整理し、論理立てて考えていくことで、
より良いアイデアが浮かびやすくなるかもしれません。
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ファーストペンギン
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DESIGN YAMANASHI 「ファーストペンギン」

　「ファーストペンギン」とは、集団で行動する習性を持つペンギンの群れの中
から、シャチやトド、オットセイなどの恐ろしい天敵が待ち受けているかもしれな
い海へ、危険を顧みず、餌となる魚を求めて最初に飛びこむペンギンのことを指
します。転じて、その“勇敢なペンギン”のように、リスクを恐れず初めてのことに
挑戦するベンチャー精神の持ち主を、米国では敬意を込めて「ファーストペンギ
ン」と呼びます。
マーケティングの分野では、一部の人が何かで盛り上がっていたりすることを

新たなトレンドの兆しとして捉え、そうした兆しを見逃さない、というような意味
で用いられます。
　最近であれば、サウナやソロキャンプ、ノンアルコール飲料などが流行として
認識されていますが、これらについても、現在のような流行状態になる以前に、
いち早く動いていたファーストペンギンが居たはずです。
　惜しくもファーストペンギンを見つけられなかった場合でも、「今、サウナ流
行ってるよね」「あぁ、ソロキャンプ流行っているよね」と簡単に片付けてしまわ
ず、なぜそれが流行っているのかを考え、周辺情報を調べ、文字にしてみること
が大切です。そうすることではじめて、その流行の裏側にある現象や理由を自分
なりに解釈することができるようになります。そうなると、次に何が来そうかを予
測することができ、新たな流れを作り出すファーストペンギンを見つけやすくな
ります。
　今、皆さんの身の周りや属している業界で流行していることは何でしょうか？そ
して、その理由は何でしょうか？まずはこうした分析からスタートし、是非、次の
ファーストペンギンを見つけてみてください。

トレンドの兆しを捉える

いち早く動
惜しくも

行 よ



メタファーメタファーメタファー
【metaphor】【metaphor】【metaphor】
対象を別のものに例える表現方法対象を別のものに例える表現方法対象を別のものに例える表現方法 vol.58vol.58vol.58
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DESIGN YAMANASHI 「メタファー」

例えて分かりやすく
メタファーとは比喩（隠喩）という意味で、デザインの分野では「対
象を似た意味合いの別のものに例える表現方法」というように使われ
ます。メタファーの利点は、新しいものや概念を別の馴染みのあるも
のに例えることで人への理解を促すことができる点です。
これが多く活用されているのがデザインやビジネスシーン、また古
くはコンピュータ関連の用語として使用されてきました。例えば作業
者が作成する個々のデータを「ファイル」と呼び、ファイルをまとめ
て管理するデータ単位を「フォルダ」と呼ぶこと。そしてファイルやフォ
ルダを作業しやすく配置しておく領域を「デスクトップ」と呼ぶこと
もメタファーです。これは、これまで馴染みのなかったコンピュータ
上のデータ処理という概念に、従来からあるオフィスの用語を当ては
めることで、理解を促すことを狙った言葉のデザインと言えます。
またビジュアルのデザインとして、コンピュータ上でデータを検索
する機能のアイコンに虫眼鏡が用いられるのも、ものをくまなく探す
際に使うのが虫眼鏡であるという既成概念を利用したものです。同様
に通知を行う機能のアイコンに「ベル」が使われたり、コンピュータ
上でよく使うデータを目につくところに留めておく行為を「ピン留め
する」と呼んで「ピン」のアイコンが使われることも、現実の世界で
行う行為になぞらえています。
このように新しいものや概念を他人にわかりやすく表現し伝えるこ
とに有効なメタファーですが、逆に通用しない比喩を当てはめてしま
うと、かえって使用者の理解を邪魔してしまうので注意が必要です。
もしあなたがこれまでにない新しい概念や価値を発想したとき、そ
れを他の人に表現するのにメタファーを用いてみると、よりスムーズ
に理解の共有が図れるかもしれません。



ラテラルシンキング
【Lateral thinking】

水平思考法。既存の情報に捕らわれず、新しい視点でアイデアを生み出そうとする思考方法。
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DESIGN YAMANASHI 「ラテラルシンキング」

フラットに考えよう
「ラテラル」とは、「側面の・横からの・水平の」といった意味を持ち、
「ラテラルシンキング」とは「水平方向に視野を広げる自由な思考法」
という意味になります。この思考法は情報を積み上げていくのでは
なく、全てフラット（水平）に扱うことで、新たな発想を促す手法
のため、直感的な発想法といってもいいかもしれません。
ラテラルシンキングの代表的な事例として、ここでは「ソフトク
リームの誕生」に関わる逸話を紹介します。とある施設でカップの
アイスクリームを販売したところ販売は好調でしたが、食べた後の
カップやスプーンがポイ捨てされることが問題になりました。この
ままでは施設内にゴミが散乱し、施設のイメージ損失に繋がってし
まいます。この問題を解決するのに論理的に考えると「ゴミ箱をた
くさん設置する」「注意喚起の貼り紙をする」などの対処法が挙げら
れると思います。しかし、実際にここで解決策として採用されたの
は「カップ自体も食べられる（ゴミを出さない）ようにする」とい
うものになり、いわゆるコーンに入ったソフトクリームの誕生に繋
がっていきました。
この事例では、「ゴミの処理をどうするか？」という問題設定の枠
を取り払い、水平に考えることで「そもそもなんでゴミが出るんだ
ろう？」「ゴミが出ないアイスって作れないか？」という「問題の再
定義」を行うことができ、問題の解決だけでなく、新製品のアイデ
アに繋がった理想的な解決策になります。
ビジネスシーンでは論理的に考え、正しい選択をしようとする「ロ
ジカルシンキング」を心がけることが多いかもしれません。しかし、
時には情報を積み上げるだけるだけでなく、水平に並べることで新
たな発想の種が見つかるかもしれません。




